
(1)           学 校 新 聞   大 清 水             令和6年5月22日 

令和６年度 児童数 

学年 男 女 計 

１年 23 22 45 

２年 16 20 36 

３年 23 23 46 

４年 19 21 40 

５年 21 13 34 

６年 23 22 45 

なかよし 6 0 6 

合 計 131 121 252 

 

R6.5.1 

か
の
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
、
ポ
ル
シ

ェ
は
、
と
き
に
こ
う
称
さ
れ
ま
す
。

最
新
の
ポ
ル
シ
ェ
は
、
最
良
の
ポ

ル
シ
ェ
で
あ
る
と
。
そ
れ
は
、
常

に
満
足
す
る
こ
と
な
く
、
進
化
を

続
け
て
い
く
意
志
を
表
現
し
て

い
る
も
の
だ
と
考
え
ま
す
。 

さ
て
、
大
清
水
小
学
校
も
同
様

で
す
。
校
長
室
に
は
、
開
校
か
ら

現
在
ま
で
の
沿
革
史
が
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
子
ど
も
た

ち
や
教
職
員
だ
け
で
な
く
、
地
域

の
方
と
と
も
に
、
よ
り
よ
い
学
校

を
め
ざ
し
、
進
化
を
続
け
て
き
た

記
録
で
す
。
最
新
の
大
清
水
小
学

校
は
、
最
良
の
大
清
水
小
学
校
で

あ
り
た
い
と
強
く
思
い
ま
す
。 

今
、S

o
c
ie

ty
5

.0

と
言
わ
れ

る
劇
的
な
変
化
の
中
に
私
た
ち

は
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
学
び

も
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
は
、
覚
え
た
記
憶
の
中
か
ら
答

え
を
探
す
こ
と
よ
り
、
自
分
で
考

え
て
答
え
を
見
つ
け
る
機
会
の

方
が
多
く
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

自
分
の
価
値
観
が
揺
さ
ぶ
ら
れ

た
り
、
勇
気
を
も
っ
て
未
知
と
の

遭
遇
に
向
き
合
っ
た
り
す
る
こ

と
も
避
け
て
は
通
れ
ま
せ
ん
。
自

分
を
信
じ
る
力
、
自
己
肯
定
感
が

必
要
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
荒
波

を
乗
り
越
え
、
新
た
な
時
代
を
生

き
抜
く
た
め
に
必
要
な
ア
イ
テ

ム
を
手
に
で
き
る
よ
う
に
大
清

水
小
学
校
は
、
こ
れ
か
ら
も
進
化

を
続
け
て
い
き
ま
す
。 

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
も
同
じ
で

す
。
始
業
式
で
こ
ん
な
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
伝
え
ま
し
た
。
今
の
身
長
は
、

自
分
史
上
最
高
の
は
ず
で
す
。
周

囲
と
比
べ
る
よ
り
も
、
め
ざ
す
べ

き
は
、
自
己
ベ
ス
ト
。
大
切
な
こ

と
は
、
最
新
の
自
分
は
、
最
良
の

自
分
を
め
ざ
す
気
持
ち
だ
と
。 

大
清
水
小
学
校
、
そ
し
て
、
子

ど
も
た
ち
の
最
良
を
め
ざ
し
た

一
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。
保
護
者

の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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本
年
度
の
重
点
努
力
目
標 

◎学び方・学ぶ意欲の育成     (確かな学力) 
○大清水タイム（朝の２０分授業） 

○探求のサイクルによる授業 

○タブレット端末の活用     など 

◎思いやる心・感動する心の育成   (豊かな心) 
○「デジタルシティズンシップ」の醸成 

○子どもとつくる子ども主体の行事 

○ふれあい団による活動の充実  など 

◎心身の健康・体力の育成      (健やかな体) 
○運動に楽しさや必要性を実感する授業 

○メディアチャレンジ 

○日常的に判断する機会     など 

◎小中一貫教育の基盤づくり  （小中の連携） 
○９か年を見通した教育課程 

○４小１中の交流活動 

○地域の人・もの・ことと関わる学習  など 

◎信頼される学校づくり  (家庭・地域との連携) 
○教育の専門家としての教師力向上 

○いじめ等諸問題への組織的な対応 

○保護者・校区への発信や意見交流 など 
 
 

地
域
に
密
着
し
た
学
習 

１年 さあ，みんなで出かけよう 
校区にある公園の探検を通して，遊び方のマナーを考えたり，季節による

生き物の変化に気づいたりする。 

２年 わたしのまち はっけん 
神社やお店など，自分が気になる施設の探検を通して，校区にある施設の

場所や様子などに気づく。 

３年 大清水もの知り博士になろう 
しょうぶの世話や地域の方からしょうぶの由来やしょうぶに対する思いを

聞き取る活動を通して，ふるさと大清水を愛する心を育てる。 

４年 大清水環境調査隊 
身のまわりのごみの減量や，わくわく体験活動を通して，大清水の町の環

境に関心をもち，ふるさとを愛する気持ちを育てる。 

５年 助け合って生きる 
元町グループホームのお年寄りの方との交流を通して，人と人とのつなが

りの大切さを考える。 

６年 大清水防災隊 防災意識を高め，すすんで地域を守り，地域に貢献しようとする姿勢を育む。 

教育目標 

大らかに 清らかに 

よく考え 進んで学ぶ子 

健 康 で たくましい子 

仲 よ く 助け合う子 

≪教職員≫（担任以外） 
 

校 長  福 井   聡 

教 頭  滝 川 早希子 

教 務 主 任  髙 田 博 之 

校 務 主 任  山 本 律 子 

事 務 主 査   朝 倉 規 雄 

業 務 長  立 岩 常 男 

養 護 教 諭  新 美 真 子 

理 科 専 科  齊 藤 裕 子 

初 任 研 補 充   石 原 淳 子 

通級指導担当   中 西 幹 子 

学校図書館司書   羽 柴 留 美 

支 援 員  贄 ル ミ 子 

支 援 員   和 波 秀 彦 

S A  岩 瀬 香 織 

A L T  ダグラス・マクドワル 

スクールカウンセラー   野々山 晴 美 

 
 

通学団 人数 通学団 人数 

本 町 23 駅 前 18 

清 水 17 藤 ヶ 谷 18 

ひ ば り 36 富士見Ａ 16 

元 町 Ａ 46 富士見Ｂ 22 

元 町 Ｂ 14 野 依 台 15 

元 町 Ｃ 27   

 

 
 

委員会名 人数 委員会名 人数 

運  営 6 給    食 13 

保    健 12 放  送 13 

運    動 12 生活環境 12 

図    書 14  

 
 
 
 

クラブ名 人数 クラブ名 人数 

ドッジボール 17 室 内 遊 び 15 

外 遊 び 19 ものづくり 21 

体育館遊び 22 昔 遊 び 11 

イラストチョークアート 16   

 

１組 大川麻衣子 

２組 服部 珠美 

１組 櫻井由梨香 

２組 村上 卓也 

１組 長嶋 尚子 

２組 棚橋 敬介 

な か よ し １組 鈴木 創太 

２組 伊藤 真澄 

１組 橘田 良一 

２組 池田 容子 

１組 薄田菜津希 

和・話・輪 

１組 岡田 悠里 

２組 中島 浩至 

さ が そっ！ 
☆挨拶，返事を元気よく言える子 

☆思ったことを話せる子， 
真剣に聞ける子 

☆友達と仲よく遊べる子 

    チャレンジ 
☆よく聞き，自分の考えを発表できる子 
☆自分なりのめあてを決めて， 
最後までがんばる子 

☆思いやりの心をもち，みんなと協力で 
きる子 

喜 怒 愛 楽 
☆仲間と協力し，正しい判断ができる子 

☆仲間と認め合い， 

自分も相手も大切にできる子 

☆継続して努力し，成長を喜び合える子 

一 緒 懸 命 
☆周りと協力して物事に取り組む子 

☆力いっぱい努力する子 

☆挑戦を続ける子 

(3)                  大 清 水         令和6年5月22日      令和6年5月22日              大 清 水             (2) 



令和6年5月22日          学 校 新 聞   大 清 水             (4) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度の年間予定 （７月～） 
 

 月 日 曜日 行事・活動内容 

１ 
 
学 
 
期 

７ 

8 月 
個人懇談会①（～10日）， 
持ち寄り資源回収① （～10日） 

11 木 ｲｴﾛｰﾚｼｰﾄの日 

18 木 給食終了 

19 金  １学期終業式 

８ 
1 木  サマースクール（オンライン出校日） 

11 日  学校閉庁日（～15日），ｲｴﾛｰﾚｼｰﾄの日 

２ 
 
学 
 
期 

９ 

2 月  ２学期始業式 

4 水  給食開始，作品展（～７日） 

5 木 自由参観日（夏休み作品展） 

11 水  ｲｴﾛｰﾚｼｰﾄの日 

26 木  修学旅行（６年）（～27日） 

10 

8 火  わくわく体験活動（４年） 

11 金  ｲｴﾛｰﾚｼｰﾄの日 

15 火  野外教育活動（５年）（～16日） 

21 月  就学時健康診断 

31 木 
 ＰＴＡお楽しみ会， 
ＰＴＡ環境整備作業 

11 

6 水  学校保健委員会② 

11  月  ｲｴﾛｰﾚｼｰﾄの日 

12 火 
 自由参観日・学校訪問 
持ち寄り資源回収② （～14日） 

16 土  資源回収〈事業所〉②（予備日：17日） 

12 

4 水  大清水マラソン大会（予備日：5日） 

9 月 個人懇談会②（～11日） 

11 水  ｲｴﾛｰﾚｼｰﾄの日 

20 金 給食終了 

23 月  ２学期終業式 

３ 
 
学 
 
期 

１ 

7 火  ３学期始業式 

9 木  給食開始 

11 土  ｲｴﾛｰﾚｼｰﾄの日 

25 土  資源回収③＜事業所＞（予備日：26日） 

27 月 
 大清水っ子発表会 
持ち寄り資源回収③ （～29日） 

２ 

3 金  新入学児童保護者会 

6 木  学校評議員会② 

11 火  ｲｴﾛｰﾚｼｰﾄの日 

13 木  民生・主任児童委員との懇談会② 

19 水  ありがとうの会 

３ 

6 木  ６年生を送る会 

11 火  ｲｴﾛｰﾚｼｰﾄの日 

12 水  同窓会入会式 

14 金  給食終了（６年） 

19 水  卒業式（予定） 

21 金  給食終了（１～５年） 

24 月  修了式 

 

「
ぽ
け
っ
と
さ
ん
」
代
表 

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 

交
通
安
全
指
導
員 

交
通
安
全
推
進
員 

 

校
区
パ
ト
ロ
ー
ル
隊 

隊
長 

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー 

交
通
安
全
指
導 

Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長 

Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長 

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長 

同
窓
会
長 

こ
じ
か
こ
ど
も
園
長 

大
清
水
幼
稚
園
長 

元
国
際
交
流
協
会
会
長 

校
区
自
治
会
長 

学
校
評
議
員 

（
敬
称
略
） 

 

尾
上
裕
子 

 

大
林
典
子 

井
圡 

功 

小
島
哲
也 

大
羽
佐
知 

坂
井
智
愛 

小
口
晃
司 

下
山
英
一 

木
下
初
美 

大
橋
康
平 

大
塚
昌
代 

手
塚 

誠 

小
学
校
六
年
間
に
、
子
ど
も

た
ち
は
集
団
生
活
を
し
な
が

ら
、
人
と
の
関
わ
り
方
の
ス
キ

ル
を
身
に
つ
け
て
い
き
ま
す
。

低
学
年
の
時
に
よ
く
け
ん
か
を

し
て
い
た
子
が
、
高
学
年
に
な

っ
て
上
手
に
グ
ル
ー
プ
活
動
を

し
て
い
る
姿
を
見
る
と
、
成
長

を
感
じ
ま
す
。
「
自
分
の
気
持
ち

を
相
手
に
言
葉
で
伝
え
る
こ

と
」
「
相
手
の
言
葉
を
聞
い
て
気

持
ち
を
理
解
す
る
こ
と
」
、
と
い

う
言
葉
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ス
キ
ル
は
、
ト
ラ
ブ
ル

が
起
き
た
時
こ
そ
身
に
つ
け
る

チ
ャ
ン
ス
で
す
。
教
職
員
は
一

人
一
人
の
ス
キ
ル
に
合
わ
せ
て

言
葉
を
補
っ
た
り
、
分
か
り
や

す
い
言
葉
に
置
き
換
え
た
り
し 

 

ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
の
学

校
保
健
委
員
会
で
は
、
メ
デ

ィ
ア
と
の
賢
い
関
わ
り
方

を
テ
ー
マ
に
学
び
ま
す
。
心

も
体
も
元
気
に
過
ご
す
た

め
の
方
法
を
、
大
清
水
っ
子

全
員
で
考
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

今
年
度
も
大
清
水
小
学

校
の
子
ど
も
た
ち
が
、
元
気

い
っ
ぱ
い
に
学
校
生
活
を

送
れ
る
よ
う
、
保
健
活
動
へ

の
保
護
者
の
皆
様
の
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

養
護
教
諭 

新
美
真
子 

今
年
度
も
一
年
を
通
し

て
，
規
則
正
し
い
生
活
リ
ズ

ム
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ

う
に
保
健
活
動
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。 

今
年
度
か
ら
３
年
間
、
市

内
一
斉
「
メ
デ
ィ
ア
チ
ャ
レ

ン
ジ
」
を
実
施
し
ま
す
。
そ

こ
で
本
校
で
も
メ
デ
ィ
ア

と
う
ま
く
つ
き
あ
っ
て
い

く
た
め
の
「
セ
ル
フ
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
力
」
を
身
に
つ
け
る

こ
と
を
目
指
し
、
「
メ
デ
ィ

ア
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
チ
ャ
レ

ン
ジ
」
を
行
い
、
メ
デ
ィ
ア

と
の
関
わ
り
方
を
中
心
と

し
た
生
活
リ
ズ
ム
を
見
直

す
機
会
に
し
た
い
と
思
い 

な
が
ら
見
守
り
ま
す
。 

し
か
し
、
自
分
の
気
持
ち
を

ど
ん
な
言
葉
で
表
せ
ば
よ
い
の

か
わ
か
ら
な
い
子
や
、
ト
ラ
ブ

ル
経
験
か
ら
相
手
に
伝
え
る
こ

と
が
怖
い
子
な
ど
も
い
ま
す
。

そ
れ
が
体
調
面
に
表
出
さ
れ
、

保
護
者
の
方
が
悩
ん
で
い
る
ケ

ー
ス
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
困
っ
た
と
き
に
は
ご
家
庭

で
抱
え
込
ま
ず
に
、
ぜ
ひ
学
校

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
一
緒

に
解
決
の
糸
口
を
探
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
面
談

す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
子
ど

も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
の
仕
組

み
を
、
活
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

校
務
主
任 

山
本
律
子 

 


